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〜 Quickけあ Build５０ ピックアップ 〜 

 

 

No システム 内容 ﾍﾟｰｼﾞ 

1 Quickけあ２のみ 

給付管理票を「実績」ベースでも作成できるよう対応致しました。なお、実績ベースで給付管理票を作成する⽅法を選択した場合 

居宅サービス事業所側（デイサービスや訪問介護等）でも以下の変更が⾏われます。 

 

【給付管理票を作成する居宅介護⽀援等の事業所側】 

 ■実績および予定外として⼊⼒した内容が給付管理票に取り込まれます。 

 ■利⽤票形式画⾯に福祉⽤具貸与の情報が表画⾯上に表⽰されるようになります。 

 ■限度額超過時の割り振り調整が予定と実績に切り替えて設定できるよう対応しています。 

【居宅サービス事業所側】 

■予定外として⼊⼒した内容が介護給費明細書に取り込まれます。 

 ■介護給費明細書の計画単位数には実績単位数と同じ値が取り込まれます。 

■限度額超過時の区分⽀給限度基準内単位数を⽉間スケジュール画⾯より直接⼊⼒できるようになります。 

３ 

２ 共通 平成２６年 11⽉から開始される介護給付のインターネット請求に対応しました。※詳細は別紙資料をご確認ください。 １２ 

３ 
⼊所系 
※Quickけあ２のみ 

施設系サービスにおける転室時の以下内容に対応致しました。 

■施設等区分やサービス機関が異なる（⼀般棟）場合の転室に対応。 

■料⾦が異なる居室間での転室時に転室前と転室後で居室料を任意に選択できるよう対応。 

１３ 

４ 〃 初期加算の算定⽇数を任意に指定できる項⽬を異動情報に追加致しました。 １５ 

５ ⼊所系 
施設の特定⼊所者介護サービス費（⾷費および居住費）に対して、国の基準額を超えた⾦額を設定した場合、負担段階に応じた 

基準額に対する差額を⾃動計算し請求書が作成されるよう対応致しました。 
１６ 

 今回ご提供させていただきます『Build50』について、Build49から変更/追加された内容のうち、ポイントとなる項⽬をピックアップし、 

各システムに分けてご紹介いたします。なお、仕様変更など重要な項⽬も含まれておりますので、必ずご確認していただきますようお願い致します。 
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No システム 内容 ﾍﾟｰｼﾞ 

６ 
居宅介護⽀援 
※Quickけあ２のみ 

課題整理総括表を追加致しました。※帳票は Microsoft Excelで出⼒されます。 １７ 

７ 
居宅介護⽀援 

訪問リハビリ 

訪問リハビリの提供時間における算定⽅法を、２０分以上を１回、４０分以上を２回、６０分以上を３回で算定する⽅法を 

マスタで切り替えができるよう対応致しました。 
２０ 

８ 
居宅介護⽀援 

地域包括⽀援 

サービス利⽤票の作成時に短期⼊所系サービスを期間指定で追加した場合、既に登録済みのサービスを⾃動で削除する機能を 

追加しました。 
２１ 

９ 
居宅サービス 

施設サービス 

介護保険証の認定有効期間が切れた利⽤者についても、⽉間スケジュール画⾯に表⽰されるよう対応致しました。 

※認定有効期間が切れた利⽤者に対してデータ処理を⾏うと警告が表⽰されるよう対応しております。 
２３ 

１０ 
通所系 
※Quickけあ２のみ 

ケアマネジメントメニューの構成を変更し⽉間スケジュールメニューを追加致しました。 ２４ 

１１ 請求 請求データ⼀覧画⾯上で限度額を超過した利⽤者に「●超」マークを表⽰し、⼀⽬で確認できるよう対応致しました。 ２５ 

１２ 
その他 
※Quickけあ２のみ 

グループウェアの⼀部機能について追加、変更を⾏いました。 

掲⽰板／新着情報／メール 
２６ 

１３ 〃 フェースシートや ADL画⾯上の罫線の列幅を任意に変更できるよう対応致しました。 ２８ 

１４ 〃 ケア記録の帳票「ケア記録⼀覧期間」に対し１⽇の合計および利⽤者別の１ヶ⽉の合計欄を追加しました。 ２９ 

１５ 〃 利⽤者情報に“補⾜ｺﾒﾝﾄ”を追加しケア記録画⾯の利⽤者名部分にｺﾒﾝﾄを表⽰できるよう対応（同姓同名を判断）致しました。 ３０ 

１６ 〃 申し送りの⼀覧に送信したユーザー名または記録者を表⽰するよう対応致しました。 ３１ 

１７ 請求 

利⽤者請求の事業所収⼊の帳票で、利⽤料⾦マスタの単価種別を「可変」に設定している場合、帳票上に単価・数量を表⽰しないよう

に変更致しました。※説明のみになります。 
Quickけあの場合：【メニュー】：利⽤者請求 ->利⽤料⾦集計->事業所収⼊印刷 

Quickけあ 2の場合：【メニュー】：メニュー：請求 ->事業所収⼊印刷 

- 
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1. 給付管理票を「実績」ベースでも作成できるよう対応致しました。なお、実績ベースで給付管理票を作成する⽅法を選択した場合 

居宅サービス事業所側（デイサービスや訪問介護等）でも同様の変更が⾏われます。 

 

  【実績ベースでの給付管理票作成⽅法を選択した場合の変更内容】 

対象サービス 変更内容 

居宅介護⽀援 

地域包括⽀援センター 

⼩規模多機能型居宅介護 

外部サービス利⽤型特定施設 

■実績および予定外として⼊⼒した内容が給付管理票に取り込まれます。（外部サービス利⽤型特定施設を除く） 

■利⽤票形式画⾯に福祉⽤具貸与の情報が表画⾯上に表⽰されるようになります。 

居宅系サービス全般 

※Quick けあ２の短期⼊所系

サービスを除く 

■予定外として⼊⼒した内容が介護給費明細書に取り込まれます。 

■介護給費明細書の計画単位数には実績単位数と同じ値が取り込まれます。 

■限度額超過時の区分⽀給限度基準内単位数を⽉間スケジュール画⾯より直接⼊⼒できるようになります。 

 

 

 注意 
本設定はサービス事業所単位ではなく全サービス事業所が対象になる為、「Quickけあ」を複数のサービス事業所で共有して使⽤している場合は、 

必ず変更内容を各サービス事業所の担当者に確認を⾏った上で設定を⾏って下さい。 



 4

【事前設定】 

バージョンアップ後は、従来通りの予定ベースでの給付管理票作成⽅法が選択されていますので、作成⽅法を変更する場合は 

下記の環境設定画⾯より実績ベースで給付管理票作成を⾏う取込⽅式に切り替える必要があります。 

 
Quickけあ 2：【メニュー】：メニュー：マスタ->環境設定->共通② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居宅介護⽀援側の変更内容】 

【給付管理票を作成する居宅介護⽀援等の事業所側】 

 

 

【給付管理票作成側の変更内容】 

①給付管理を実績ベースで⾏う（暫定機能）にチェックします。 

②運⽤の切り替えを⾏う開始⽉を選択します。 
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■実績および予定外として⼊⼒した内容が評価されます。 

例）利⽤票形式の画⾯ 

 

 

 

 

 

 

 

例）給付管理票（様式１１） 

区分⽀給限度額の表⽰に“計画単位数”と“実績単位数”が表⽰されます。 

実績が予定を上回った場合でも 

予定の修正が必要なくなります。

実績欄に⼊⼒した“○”または“外”の内容が給付管理票に取り込まれます。 
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■利⽤票形式画⾯に福祉⽤具貸与の情報が表画⾯上に表⽰されるようになります。 

 

例）利⽤票形式の画⾯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表画⾯上に福祉⽤具貸与の情報が表⽰されます。 

表画⾯上の福祉⽤具貸与の⾏をダブルクリックすると 

個別の福祉⽤具貸与項⽬の設定画⾯が表⽰されます。 

対象⾏をダブルクリックすると 

内容の変更が可能です！ 
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■限度額超過時の割り振り調整が予定と実績に切り替えて設定できるよう対応しています。 

 

例）利⽤票形式の画⾯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給付管理票の作成は実績にチェックして 

割り振り調整を⾏う必要があります。 
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【居宅サービス系システム側の変更内容】 

 ■実績および予定外として⼊⼒した内容が評価されます。 

  例）表／集計情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）介護給付費明細書（様式２） 
実績欄に⼊⼒した“○” “△”または“外”の単位数が請求に取り込まれます。 
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■介護給費明細書の計画単位数には実績単位数と同じ値が取り込まれます。 

例）表／集計情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）介護給付費明細書（様式２） 計画単位数に実績の単位数が取り込まれます。 

[補⾜]：⾃の居宅介護⽀援事業所がある場合 

⾃の居宅介護⽀援事業所がある場合、計画単位数には居宅介護⽀援システムで作成した 

単位数が取り込まれます。 
実績が予定を上回った場合でも 

予定の修正が必要なくなります。
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■限度額超過時の区分⽀給限度基準内単位数を⽉間スケジュール画⾯から⼊⼒することができます。 
 

Quickけあ 2：【メニュー】：請求->サービス実績 

 

① 利⽤者⼀覧より対象者を選択し、”■計画単位数”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒次ページへ 

 

 

[補⾜]：Quickけあ２の訪問看護の場合 

“■計画単位数”のメニューは、ケアマネジメントメニューの 

“■計画単位数の登録”から開きます。 
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② ”計画単位数を設定する”をチェックし、区分⽀給限度基準内単位数を⼊⼒し保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）介護給付費明細書（様式２） 

⼿動⼊⼒した区分⽀給限度基準内単位数が表⽰されます。

[補⾜]：全額超過で全額実費になる場合の設定について   

限度額超過により全額実費になる場合は、計画単位数に 

「０」を設定してください。 
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2. 平成２６年 11⽉から開始される介護給付のインターネット請求に対応しました。 

 Quickけあの場合：【メニュー】：保険者請求->請求書発⾏／CSV出⼒ 

 Quickけあ 2の場合：【メニュー】：請求->媒体出⼒ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝送（インターネット回線）にチェックし、参照ボタンより 

出⼒場所を伝送（ISDN回線）と同じ場所を指定して下さい。 

※出⼒場所は変更となる可能性がございます。 

インターネット請求を⾏う為の事務⼿続きや設定については、 

別紙の「介護給付費のインターネット請求化について」を 

ご確認ください。 
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3. 施設系サービスにおける転室時の以下内容に対応致しました。 

 

■施設等区分が異なる（同サービス種類のサービス機関を複数登録）場合の転室に対応。 

Quickけあ 2のみ：【メニュー】：利⽤者情報->異動情報 

 

例）⼀般棟から認知症専⾨棟へ異動になった場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転室情報の登録画⾯で“サービス事業”が変更できるよう対応しております。 
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■転室時に転室前と転室後で居室料を任意に選択できるよう対応。 

Quickけあ 2のみ：【メニュー】：利⽤者情報->異動情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転室情報の登録画⾯の“算定区分”より転室前、転室後の居室料⾦を 

任意に選択できます。 

[補⾜]：居室算定の設定 

居室に応じて算定する料⾦の設定は以下のメニューより⾏います。 

メニュー：マスタ->運⽤グループ（運⽤事業の居室算定） 
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4. 初期加算の算定⽇を任意に指定できる項⽬を異動情報に追加致しました。 

Quickけあ 2のみ：【メニュー】：利⽤者情報->異動情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 利⽤者状況の⼀例 初期加算⽇数への⼊⼒内容 

１ 
■初回⼊所 

通常の初回⼊所で 30⽇間初期加算が算定可能な場合 

⼊所開始⽇の登録を⾏うと初期加算⽇数に⾃動的に３０⽇が設定されます。 

 

２ ■短期⼊所から⽇を開けることなく引き続き施設に⼊所した場合 短期⼊所の利⽤⽇数を３０⽇から控除して得た⽇数を⼊⼒してください。 

３ 

■再⼊所時に下記の条件に該当しない場合 

当該⼊所者が過去３⽉間,⽇常⽣活⾃⽴度のランクⅢ、Ⅳ⼜はＭに該

当する者で過去１⽉間の間に⼊所したことがない。 

初期加算⽇数に「０」を⼊⼒してください。 

※初期加算⽇数を“空⽩”にした場合は、従来通りの仕様で⽉間算定実績に取り込まれます。 

初期加算⽇数を直接指定することができます。 
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5. 施設系サービスの特定⼊所者介護サービス費（⾷費、居住費）が国の基準額を超える場合に、負担段階に応じて差額を⾃動計算するよう対応致しました。 

Quickけあの場合：【メニュー】：施設サービス->⽉間算定実績 

Quickけあ 2の場合：【メニュー】：請求->サービス実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）利⽤者請求書（縦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）ショートステイをご利⽤の 特短 次郎さんが朝⾷（４００円）、昼⾷（５００円）、⼣⾷（５８０円）の⾷事をそれぞれ１回（計１４８０円）⾏った場合 

  ※国の基準額：１⽇１３８０円を１００円超過している場合 

施設⽉間算定実績画⾯ 

様式３(抜粋) 

朝昼⼣の３⾷で計１４８０円になりますがレセプトには

国の基準額の１３８０円で取り込まれます。 

※⽋⾷した場合でも基準額を考慮して取り込まれます。 

 

国の基準額を超えた⾦額が「基準費⽤超過控除額」

として利⽤者請求書に記載されます。 

 

朝⾷（４００円） 

昼⾷（５００円） 

⼣⾷（５８０円） 

※本設定には既存の利⽤料⾦マスタの変更が必要になります。上記内容を⾏いたい場合は、弊社ヘルプデスクまでご相談ください。 
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6. 課題整理総括表を追加致しました。※帳票はMicrosoft Excelで出⼒されます。 

Quickけあ 2のみ：【メニュー】：運⽤業務->ケアマネジメントメニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■課題整理総括表の⻘⽂字をクリックすると 

登録画⾯が表⽰されます。 

基本的な⼊⼒⽅法はフェースシート等と同様で 

画⾯左上で利⽤者を選択し、画⾯左下の“新規”より登録します。 

※２回⽬以降は「複写」を使⽤すると便利です。 

帳票サンプル  
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■操作⽅法 

 

①【状況の事実／備考等】 「現在」「要因」等の⼊⼒ 

 
 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

「要因」の⼊⼒欄に表⽰される選択項⽬について 

 

①⼊⼒したいセルをクリックします。 

②該当する項⽬にチェックします。 

本画⾯で登録した内容を未設定の

欄に⼀括設定します。 

⼊⼒した内容をクリアする場合に 

使⽤します。 

要因の選択項⽬は画⾯上部の⾃⽴した⽇常⽣活の阻害要因

で⼊⼒した①〜⑥に⼊⼒した内容が表⽰されます。 
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②【意向／課題等】 ⽣活全般の解決すべき課題の⼊⼒ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③【印刷⽅法】 

 

 

 

 

 

 

優先順位の設定⽅法 

A：設定する場合           B：設定しない場合 
 

A 

B 
新規登録時に優先順位が 

⾃動採番されます。 

チェックを⼊⼒します。 

※優先順位が空⽩になります。

帳票は Microsoft Excel で 

出⼒されます。 
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7. 訪問リハビリの提供時間における算定⽅法を以下のパターンから選択できるよう対応致しました。 
Quickけあの場合：【メニュー】：システム管理->システム情報->システム設定 

Quickけあ 2の場合：【メニュー】：メニュー：マスタ->環境設定->共通② 

 

①従来タイプ ２０分未満を１回、４０分未満を２回、６０分未満を３回で算定する。 

②新しいタイプ ２０分以上を１回、４０分以上を２回、６０分以上を３回で算定する。 

【設定⽅法】 

 環境設定の“共通②”より訪問リハビリテーションの算定⽅法のチェック 

および変更開始⽉を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックなしの状態：上記①の従来タイプ 

チェックありの状態：上記②の新しいタイプ 

上記②の新しいタイプに変更する場合は 

何⽉提供分より変更を⾏うか指定を⾏います。 

参考：訪問リハビリを１０：００〜１０：２５（２５分間）の間で実施した場合 

[居宅介護⽀援の⽉間スケジュール：個別追加画⾯] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①従来タイプ ②新しいタイプ 

２５分で２回算定されます。 ２５分で１回算定されます。 
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8. サービス利⽤票の作成時に短期⼊所系サービスを期間指定の⽅法で追加した場合、既に登録済みのサービスを⾃動で削除する機能を追加しました。 

Quickけあの場合：【メニュー】：各運⽤メニュー->⽉間スケジュール->⽉間スケジュール／⽉間スケジュール(NEW) 

Quickけあ 2の場合：【メニュー】：ケアマネジメントメニュー->⽉間スケジュール／⽉間スケジュール(NEW) 

 

■期間指定によるショートステイの⼊⼒⽅法（利⽤票形式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③「はい」をクリックします。

 

①ショートステイのパネルを 

表上にドラッグ＆ドロップします。 

②設定期間の“設定する”にチェック後 

ショートステイの期間を⼊⼒し設定します。 

 本⼿順でショートステイを⼊⼒すると 

ショートステイ以外のサービスが⾃動で削除されます。 
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期間指定によるショートステイの⼊⼒⽅法（表形式） 期間指定によるショートステイの⼊⼒⽅法（チャート形式） 

  

①「短期⼊所を追加」を 

クリックします。 

②期間指定を⾏います。 

 
②期間指定を⾏います。 

 

①「Shift」キーを押したまま 

ショートステイのパネルを表上

にドラッグ＆ドロップします。 
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9. 介護保険証の認定有効期間が切れた利⽤者についても、⽉間スケジュールに表⽰されるよう対応致しました。 

Quickけあの場合：【メニュー】：各種運⽤メニュー->サービス実績 

Quickけあ 2の場合：【メニュー】：請求->サービス実績 

 

例）施設サービスの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認定有効期間が切れた利⽤者も

【認定なし】で表⽰されます。 

認定有効期間が切れた利⽤者に対してデータ処理を⾏った場合 

当⽉に有効な認定有効期間が登録されていない利⽤者対してデータ処理を⾏うと警告メッセージで知らせてくれます。 
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10. ケアマネジメントメニューの構成を変更し⽉間スケジュールメニューを追加致しました。 

Quickけあ 2のみ：【メニュー】：定期業務->ケアマネジメントメニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⽉間スケジュールを追加しています。 

※表⽰される画⾯は「請求」メニューの「サービス実績」になります。
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11. 請求データ⼀覧画⾯上で限度額を超過した利⽤者に「●超」マークを表⽰し⼀⽬で確認できるよう対応致しました。 

Quickけあの場合：【メニュー】：保険者請求->介護報酬請求->介護報酬請求データ作成 

Quickけあ 2の場合：【メニュー】：請求->①介護報酬請求 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

限度額を超過した利⽤者に 

「●超」マークが表⽰されます。
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12. グループウェアの⼀部機能について追加、変更を⾏いました。 

Quickけあ 2のみ：【メニュー】：MYTOP 

 

■掲⽰板 

記事を投稿する際に区切り線を従来の「標準」または「ランダム」から選択できるよう変更致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■新着情報 

新着情報の内容を⼿動更新に変更致しました。また、バックアップ状況を全ユーザーに表⽰するよう変更しております。 

 

 

 

 

 

 

 

区切り線は複数パターンからランダムに選択されます。 

既に投稿済みの記事についても変更可能です。 

新しい記事の投稿画⾯ 

「新しい情報があります」をクリックすることで 

新着情報が更新されます。 

バックアップ状況が表⽰されます。 

★失敗のメッセージが出た場合はヘルプデスクへご連絡下さい。 

MYトップ画⾯ 
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■メール 

その他ユーザーに表⽰されている利⽤者をダブルクリックすると、選択対象者へのメール送信画⾯が起動するよう対応致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MYトップ画⾯ 

ユーザー名をダブルクリック！ 
メール画⾯が起動します！ 

 

宛先にはダブルクリックした 

利⽤者が選択されます。 
クリックすると新規メール 

作成画⾯が起動します。 



 28

13. フェースシートや ADL画⾯上の罫線の列幅を任意に変更できるよう対応致しました。 

Quickけあ 2のみ：【メニュー】：介護情報->フェースまたは ADL 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画⾯上から列がはみだし内容が⾒切れてしまった場合 

列が画⾯上からはみだし内容が表⽰されなくなった場合は、⾒出しを 

右クリックし“すべての列の幅を規定値に戻す”をクリックして下さい。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マウスの⽮印を列の罫線に合わせた状態で 

マウスの左ボタンを押したまま左右に動かします。 

列幅が広がります！ 

 

※変更した列幅は、操作したパソコンに対して保存されます。 

⽂字が⾒切れている状態 

①⾒出しを右クリックします。

②「すべての列の幅を規定値に戻す」を

クリックします。 
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14. ケア記録の帳票「ケア記録⼀覧期間」に対し１⽇の合計および利⽤者別の１ヶ⽉の合計欄を追加しました。 

Quickけあ 2のみ：【メニュー】：ケア記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利⽤者別の⼀ヶ⽉の合計件数が 

表⽰されます。 

本帳票は以下マスタに「ケア記録⼀覧期間」として登録されているものが 

対象になります。 

【メニュー】：マスタ->運⽤事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「すべての列の幅を規定値に戻す」を

クリックします。 

①運⽤業務をクリック 

②該当事業を選択 

③運⽤レポートを選択 

④レポートで 

「ケア記録⼀覧期間」 

が選択されている。 
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15. 利⽤者名部分にｺﾒﾝﾄを表⽰できるよう対応（同姓同名を判断）致しました。 

Quickけあ 2のみ：【メニュー】：ケア記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「補⾜ｺﾒﾝﾄ」は利⽤者情報で登録します。 

【メニュー】：利⽤者情報->異動情報->（利⽤者を編集） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同姓同名利⽤者の判断材料として 

利⽤することができます。 



 31

16. 申し送りの⼀覧に送信したユーザー名または記録者を表⽰するよう対応いたしました。 

Quickけあ 2のみ（施設系／通所系）：【メニュー】：定期業務->申し送り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録者が登録されている場合は記録者名が表⽰ 

され、記録者の登録がないものは記録ユーザーが 

表⽰されます。 


